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The VERSION 1.5 (the new version)
can process string type data so that it can read data

from a barcodes etc ; without any conversion. In addition, this version enables the use of a

mouse and a touch panel ; therefore, the operator can build simple systems easily with the

enhanced graphic functioll.

This paper introduces an outline of the =PMj(-98‥ first and then glVeS a detailed explanation

of the new version of the ''PMX-98H.

ま え が き

｢プロセスモニタPMX-98r+も発売以来5年を迎え,

その間ユーザ-からの様々な要望や,対応機器の進歩にと

もなう改定の必要性が生じてきた｡それに応えるため,新

機能を追加し｢プロセスモニタPMX-98 Ver. 1.5+とし

て販売することとなった｡

今回の改訂により今まで扱えなかった文字列型のデータ

が扱えるようになり,バーコードなどから読み取ったデー

タをそのままの形で処理可能となった｡さらにグラフィッ

ク表示機能の強化とマウス,タッチパネルに対応し,オペ

i/一夕にやさしいシステム構築が可能となった｡

本稿ではPMX-98を簡単に紹介し,今回のバ-ジョン

アップの詳糸田について説明する｡

1. PMX-98の概要

PMX-98は, FA, LAシ/ステムをプログラムレスで

構築することのできるパッケージソフトである｡すなわ

ち,パソコンとプログラマブルコントローラ,多重伝送機

器, Ⅰ/0ボードなどを接続してシステムを構成すること

ができる｡

1. 1ハードウェア構成

パソコンはNECのPC-9801シリ-ズとその互換機が

使用できる｡

接続機器としては, FA分野ではプログラマブルコント

ローラを利用するのが一般的であり,本ソフトは国内のほ

とんどのメ-カのプログラマブ/L,コントローラに対応して

いる｡また,メ-カが提供しているプログラマブ/レコント

ローラネットワークを利用すれはさら中こ高度な生産管理シ

ステムも可能となる｡

プログラマブルコン一口ーラ以外にも多重伝送機器, R

S1232C機器, Ⅰ/0ボードなどの機器にも対応しており

マ)i,チベンダ環境下でのシステム構成が可能である｡

さらに発展した形態としてパソコンLAN(Local Area

&

Network)に接続し,パソコン間の情報を共有し,統合的

な情報処理を行うことも可能で,ローコス†なCIMを構

築できる｡

1. 2 ソフトウェア構成

第1園にPMX-98のソフT･ウェ7構成を示す｡ OSに

はMS-DOS (Ver. 3.1以上)をベ-スとし, VMX-86

を組み込んでl) 7ルタイムマルチタスク環境を提供してい

る｡

ノ､ンドラはパソコンと接続機器とのデ-タ入出力を行う

プログラムで,通信プロトコ/レ,スケール変換などの処理

を行う｡ハンドラで対応できる機器は,プログラマブルコ

ントローラ,ディジタ/レ調節計,レコーダ,多重伝送機

器,各種計測機器など多種多様である｡また,インタ-フ

ェースとしてはRS-232C, RS-422などの汎用通信イン

ターフェ-ス,機器メーカから提供されているⅠ/Fボー も

ドによる通信インタ-フェース, Ⅰ/0ボードによるディ

ジタ/レ,アナログインターフェースなどが利用できる｡

ノ､ンドラは最大4本まで組み込むことができ,リアルタ

イムデータマネージャが全休的な管理を行っている｡ PM

X-98のタスクとして,バックグラウンドタスクとフォア

グラウンドタスクとがある.バックグラウンドタスクは,

パソコンのメモリに常駐して動作するプログラムのこと

で,画面表示と関係なく常時動作している｡また,フォア

グラウンドタスクは,非常駐で動作するプログラムのこと

で,画面出力などを行うプログラムである｡

1. 3 ソフトウェア機能

第1表にPMX-98のソフTlウェア機能を示す｡バック

グラウンドタスクには,機械の故障や復帰などといったイ

ベントを監視するイベント監視機能,一定時間またはイベ

ント発生時にデータをファイ/i,に書き込むデータ収集機能

がある｡また,フォアグラウンドタスクには,多彩な表現

力をもつグラフィック表示機能,時系列のデ-タを表示す
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るトレンド表示機能,警報等の内容を表示するメッセージ

表示機能,接続機器のデ-タを変更する設定操作機能,日

報･月報などを出力するレポ-トファイル作成を標準機能

として備えている｡また,バッチファイ/レや, MS-DO

Sコマンド,ユーザ作成プログラムもフォアグラウンドタ

スクとして実行できる｡

一方,オプションソフトとして,上位通信,品種管理,

デマンド監視などを用意している｡

また,プログラムインタ-フェースとして, C言語ライ

ブラリを用意しており,ユーザはマルチタスクOSに対応

した個別のプログラムを作成することができ,フォアグラ

ウンド,バックグラウンドのどちらでも動作させることが

できる｡

1. 4 システム構築

システム構築はユーティリティソフトを用いてプログラ

ムレスで行うことができる｡ユーザほメニュー形式で入力

I

●

FOREGROUND TAS王(

BACK(iROUND TASK

REAI- TIME DATA MANAGER

fIANl)LE良 1 HANDLER 2 ⅠIANI)LER 3 ⅠIANDLER 4

＼†MX-86

MS-DOS

I-IARDWARE

第1図 PMX-98のソフT-ウェア構成
Fig. I Software construction of PMX_98

第1表 pMX-98のソフトウ工7機能
Table 1 Software function of PMX-98

Event monitor

Date logging

Graphic display

Trend graph

Message display

Setting values

Alarm, message and status

Print out

lnterval driven type

Event driven type

ON/OFF of digital tags by characlers,

special symbols and their attributes
Display

of analog tags by numerical

values and
bar
graphs

Display of strings by string
Historical trend graph
Real time trend graph
Historical alarm
Operator message

Guidance

Setting ON/OFF of

type tags

digital tags

∋r limits
ofl

setting
upper

or lower limits
of

analog Input tags

i Setting upper or lower limits of

!setting initial ,al｡｡s ｡f timers ｡r

analog output tags

counters

･
Setting set values and upper or lower
1 limits

of
loop
controllers

output of report files iBeuttt;nuf.bftdtaai?;;:pa.1rttesrnta.tefi;eWsit三き｡
prlnter

項目の選択を行い,必要な入力画面を開けてデータを登録

する｡第2図にシステム構築の手順を示す｡最初に接続機

器の構成を設定すると,構成機器に合わせたタグリストが

自動的に展開される｡この時ユーザは,
/＼-ドゥェアの詳

細仕様やデータ入出力についての詳しい内容を知る必要は

ない｡このタグリストにタグ名を登録すれば,その他のソ

フトウェ7の機能の設定は,全てタグ名のみで行える｡

1. 5 特長

PMX-98の特長を次に示す｡

1) FA/LAシ/ステムがプログラムレスで簡単に構築

可能

2) 1)ア′レタイム･マルチタスク化MS-DOSにより

高速高機能

3)プログラマブルコンTlローラ,多重伝送機器, Ⅰ/o

ボードなど多種多様な機器とリンク可能

Start

Set utillty software drive

IllPtlte(ltllpmentS'constructions

1叩し1ttag llalTleS

Input event

conditions

IllPut OPeratOr's

messages

f叩tlt
(latヨ

1()gglng parameters

1叩ut trend

pa ra meters

Input

r印Ort fornlatS

Define settlllg Va】しIeSCreellS

Defirle ftlllCtion keys

Set direct()r), path

Test alld debug

End

第2図 s/ステム構築手順
Fig･ 2 Flow

of
building tip systems

1)raw static
SCreenS

Set dynamic

display tags

〔注釈〕

●MS-DOSはマイクロソフト社の登録商標である｡
●

VMX-86は(樵)バックスの登録商標である｡

･Lotusと1-2-3はロータスディベロップメント社の登録商標で
ある｡
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4)ユ-ザ-プログラムを作成して,平行処理が可能

5) Lotus 1-2-3 などの市販ソフトとデー･タの共有が可

能

6)連続プロセス,バッチプロセス,個別プロセスにも

幅広く対応

2. PMX-98Ver. 1.5 の新機能
pMX-98Ver. 1.5

のソフトウェ7仕様を第2表に示

すo 今回の特に大きな変更は文字列型のデ-クが扱えるよ

うになったことと,マウス,タッチパネルに対応したこ

と,そしてグラフィック表示機能を強化したことである｡

以下にこれらの詳細な内容を説明する.

2. 1文字列型データ

pMX-98 Ver. 1.5 の大きな特長の･--一つは文字列型の

チ-タが扱えるようになったことである｡今までは, ON

とOFF (あるいは0と1)の2つの信号のみを扱うビッ

ト型デ-タと数値を扱うアナログ型デ-メ,計数を扱うカ

ウント型デ-タの3種類であったが,最近はバーコードな

どの普及にともない文字としてのデー3Zを扱う必要性が生

じ,またユ-ザからも文字列型デ-_メ-の対応のIL/1G-望が弓貴

かった｡

文字列塑のデ-グを用いることにより,製⊇品名や製品番

号を数値に置き換えることなくそのままの形で扱うことが

f]J11Fl'巨となる｡つまり,ある襲望品名を入力するとその製品用

に設定された処理を行うといったことが可能となる｡ (旧

バージョンのPMX-98でこのようなことを行おうとする

と,一度,'Ag･品名を数値に置き換えその数値で後の処〕璽が行

われるためにオペレータに分かりづらいものであった｡)

製rlrl[l名だけでなく,時刻やH付といったデ-タもそのまま

の形で扱えるなどノ心用範囲は相島とに拡人した｡

2. 2 タッチパネルヘの対応

タッチパネルとは, CRTの画面了の定められた部分に触

れることによってコンビュー_タに信号を送ることができ

る外部入力機器である｡ ii三近ほ銀行などのCD機(Cash

Dispenser)などに多く利)1jされている｡タッチバネ)I,を

使用することの利瓜は,

第 2 表 PMX-98Ver. 1.5cC)ソフトウ1アイ上枝

Table 2 Software
specification of

PMX-9呂Ver. 1,5

Connected e(1し11pment

T;1g

Event

Data togging
colldition

Data logglrlg tag

Trend graplT

Trend
graph perl

Graphic display

Tag for dynamic display

Message

Guidace

Setting
values

Tag for setting

Output of report file

九1ax 4

M;iX 1()24

Max 5.12

IllterVal type alld evcrlt type

M(1X 60/type

Max 16
screens/type

(historicaland real time type)

Max 6 pens/screen

Max 128 screerlS

Max 256 polntS/screen

Max 512

Max 256

Max 16 screens

Max 8 polntS/SCreen

Max 16 files

1)粉塵の多い環境でも使用でき;i'.

2) CRT両面に直接触れて操作するので,オペレーダ

ーに理解しやすい｡

3)キーボードなしで運用できる｡

などがある.FAシ/ステムが稼働される環境は様/Iであり,

粉塵対策のうえでも,またオペレータに理解しやすいシス

テムにするためにもタッチバネ/レへの対応は必至であっ

た｡そこで,今回のバ-ジョンアップ時にオプションとし

て対応することにした｡今回対応したタッチパネル((秩)

ニッシャインタ-システムズ製)の仕様を第3表に示すo

現在,タッチバネ)I,に完全対/,tこしている3Zスクは,グラフ

ィック表示機能のみで,他のタスクはi両面の切替えができ

るだけであるが,順次完全対応していく予定である｡ (グ

ラフィック表示機能でのタッチバネ)I/の使用方法などは次

章に示す)

2. 3 グラフィック表示機能

2. 3. 1 グラフィック表示機能の概要

PMX-98でいうグラフィック機能とは外部機器から取

り込んだデータを予めユーザが描いた固定画面上に表示さ

せるもので,ただ単に値を見るのと異なり非常に]塑解しや

すくなっている｡第3匡けこ両面の例を示すo グラフィック

表示機能の設定は,まず市販のグラフィックツ-/レを用い

て捕築するシステムに対応した固定子可両を柵き,その画面

上にPMX-98のユーティリティで動的表示部をマウスを

使って割りつけるという簡単なものである｡動的表示は,

ON, OFF (あるいは, 0と1)の信号で表示を変化さ

せるものと,数値をそのまま表示あるいはバーグラフとし

て表示させるもの,そして今凹新たに文字列型のデータに

も対ノP,己こし,それらを拡大表示することもできるo

2. 3. 2 表示形態の追加

PMX-98 Ver. 1｡5のグラフィック表示機能で表現可能

な表示形態享の中で新たに加わった文字列塑のデ-タとペイ

ン1一機能さらに拡人去示機能について許しく説rLlj＋る｡

1)ペイント機能

PMX-98でいうペイント機能とは静的‾rf[1T面上の閉じた

1_覚り】ラを示すことにより,ビットa=_[_1デー3ZのON,OFFの

信号によって設定した色で塗り潰すというものである｡例

えば,ある配管内の温度が上昇して警報を出す場合に配管

の色を赤になるように設定しておけは分かりやすい｡

2)拡大表示機能

パソコン(PC-9801シリ-ズ)の通J,'i';の文字のサイズ

は8×16ドッ‾T- ([I木語は16×16)の点の集まりで描かれ

ており,グラフィック表示師了面で扱うには小さくて見づら

第 3 表 タッチパネルの仕様
Table 3 Specification

of touch pallel

Teclmology Type

Touし.ll Screen Resolution

ConversioII Speed

Optical Clarlty

Analog Capacitive

1024 touch pojntsper axis withirl

calibrated area

Up to 180 touch points per second

at 9600 ball(I

85 % light transmission at 550nm
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いので,拡大表示機能を追加することとなった｡拡大表示

機能の追加によりグラフィック表示機能で扱える文字,記

早,数値などが全て拡大できる｡拡大率は2, 4, 8, 16

倍が用意されており,もちろん縦方向と横方向で異なる倍

率が設定できる｡拡大して表示された値の画面の例を第4

園に示す｡拡大される文字や記号はグラフィック画面にソ

フTlウェアで描かれるために表示速度などの面で問題にな

ることがあったが,最近のパソコンは処理速度が速いので

ほとんど問題にならない｡

2. 3. 3 値の出力

パソコンより外部機器ヘデ-タ出力する方法は,旧バー

ジョンでは設定操作機能のみでしか行えなかったが, Ver.

1.5ではグラフィック表示機能からも行えるようになった｡

予め値を出力すると設定してあるタグを画面上で選択し,

キ-ボードより値を入力することにより 出力がおこなえ

る｡また,予めユーザが設定登録したポップアップメニュ

ーでも値を出力することができる｡ポップアップメニュー

の画面の例を第5図に示す.ポップアップメニューとは,

タグにデ-クを入力したいときに画面上のタグを選択する

と表示されるキーのことで,これをマウスでクリックする

か,あるいはタッチパネルが使用されている場合は画面に

指で触れることによりその値が外部機器に出力される｡ポ

ップアップメニューはユーザが自由にキーのレイ7ウトを
することができるのでユーザに必要なキーだけを表示させ

ることが可能であり,タッチパネルとの併用によりキーボ

ードレスでシステムを運用することができる｡
2. 3. 4

ニダッチキー機能
PMX-98でいうタッチキー機能とi･よ,予め設定してお

いたCRT画面上のある位置をマウスでクリックあるいは

タッチすることにより,画面を切り替えることができるも

のである｡ PMX-98では,画面の切り香えは通常キ-ボ

ードのファンクションキーで行うが多いときには4回キ-

を押さないと目的の画面が現れないことがある｡ところが

この機能を用いると1回の操作で目的の画面を表示させる

ことができる｡そしてこの機能のメリットは,概略図の一

部分を示すと詳細図が表示されるといったような使用方法

のときに発揮される｡例えばビル管理を例に取ると,まず

ビル全体の絵を描いた画面を表示し,あるフロアの場所を

押すとそのフロアの画面に切り替わるといった事が可能と

なり画面の相互関係が理解しやすくなる｡

む す び

今回述べたバージョンアップの機能以外ケこも多くの改善

が行われており,プロセスモニタPMX-98 Ver. 1.5は,

旧バージョンに比べて格.段に機能が向上したと確信してい

る｡しかし,今回のバージョン7ップで改善することので

きなかった点もあり,今後に課題を残しているのも事実で

ある｡今後は,それらの点を解決していき,高機能化を進

めユーザ各位のご要望に応えるべく一層の改善に努めてい

く所存ですので,各位のご指導とご支援をお願い致します｡
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第3園 グラフィック画面の例

Fig･ 3 Example of graphic display
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第4囲 拡大表示の例

Fig. 4 Example of magnifying indication
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第5園 ポップアップメニューの例

Fig. 5 Example of pop-up menu
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